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JR芦屋駅 南地区再開発事業について
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芦屋簿 |よ令種 4年度 (2022年度)の完成を:]指 し、再開発の計画を進めていまこノた()平成 30年度 (20′18年度)|こ 事業き1曲を決定し、11〕 開発事業書な

絢 130億円と電込んでしヽました。それが今年 1月 には約 188億円まで増大するとの見込みが報告されました (麓 えて、,il l'呪 liムみが令番目8年度

(2の 26年度)|=後ろ僣」し)。 〔Iの報告を受 |サ(市議会で|よ事業費の見直しを求める,11や 中止を迫る声が多数 |二がり、今年農 3ナ 1議会では再開発に関わ

る:予
算案 (芦澪市都市再開発事業特胃::会計予算 )を否決しています。

M中‖ II― >|||
0用議会で|よ事業費の再算定、事業言1画と基本設計の見直しを行うとして、その支:圭||こ 関わる予算を可決しました。市は」ス |ヽ 削減に

―
till lし て

実施される見曲じと掲げてお
'り

、どこまで事業費を籍」減できるのか市議会も注澤t,て tハ ■ |・、中に|よ 12月 議会までに見直した糸IIサ l木
|ネ

/1、 |′ (1も ら
い、その結果を受|サ て再び事業を遣めていくかどうか判断します。

M‖‖|1椰 411
再諄繹驀華 撃緩 の 内「鸞

詢鞠発事業資 変更前 変更後
'嘗

"軋

右讀 備 考

二

事

費

公共施設I事費 594 551 -43

遺織施設工事責 4,655 7.322 2.667 労務卜 資材価格の高騰による増額 1,178 、 ビル計画変更による構字貫 1.489

付帯」:事責 34 84 50

;ll11‐1:、  ぉ]t馬炎riょ 26 11 -15

用地、補償世 6.865 9,970 3,105 地価の高騰|(1.よ る増極 1,629 、工期鷺長等による機憐資の増額 1.476

営繕量 144 137

管理処分諸費 483 574 91 鵡卜 設
「

l rtの 増額

事務餐 217 98 119

1薦 入金利子 24 60 36

合計 13,042 18,807 5,765 _■基Lそ|_うβl劇 111]f雲 :豊1鐘
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業轟等苺爾掌機率鱗 /震簡企難で構撥設計饉務鑑鍵

睾 ′興艤維繭政治塾2017(1多了 1期国 。倉議議
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事業費が130億円⇒ 188億陶と58億円も増

大 していることは問題視 しておクリ、再開発事

業を進めたいと思う傍ら、行政にもコス ト意

識を持つことを常 |こ 要求 してきました。今の

事業計画をベス トとせず、わずかでも肖」減に

努あて|ま ししヽと考えています。

ただ、事業費増大について 1よ |ノ勺訳を見る限

り、やむを得なしヽ部分も多分に含まれてしヽま

す。事業費圭瞥大の主たる要因 |よ 、右表のとお

り地イ轟上昇、労務雛 資材(面格の上昇です。

合計43億円程度が外的要因となり、肖」減が難

しい部分が大多数を占めてしヽます。他の要因

として、再開発ビルを1棟⇒2棟、地下 1階⇒

2階としたことで15億円程度の増大となつて

しヽます。大きく削減できる可能性があるの 1よ

この部分です。

肖」減できる部分についても、単純なグ
｀
レー

ドダウンは駅前の魅力低下に繋がる可能性が

あり、芦屋の資産イ面値を下げかねない問題を

黎んでいると考えます。現状の事業計画から

スケールダウンする場合には、金額だけの半馨

断で|よ なく、多方面から判断すべきであろう

と考えています。

罐目勘
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(参考 :計画変更前と変更後の再開発ビル バース図)



圃|ガバメントクラウドフアンディングの活用|こついて

糧)R吻‡通璽飩綺畿
●長期財政収支見込みを見る限り、今後の声屋市の財政状況は楽観視でき

る状況にない。

●財政悪化は必須事業以外の事業への予算化が行わ絵なくなる可能性を引

き起こす。

●そうした事業は自治体の魅力向上に寄与する事業であり、魅力向上に乏

しくなる。

○魅力の減退 {よ 人□流入に影響。歳入の半数以上を個人市民税に依存する

声屋市には大きな問題。

2)鷺闘聾旨
ガバメントグラウドファンディングを用いた資金調達を行ってはどうかつ

3)期待され鶴効難
●財源確保

③職員の意識改革

市事業の資金調達が市場原理 Iこ 晒さねることで、事業の成否に対する民

間の注目が向けられる。そ祖により事業を失敗できない緊張感が生まれ

る。

4)量濁鶴弁
ガバメントグラウドフアンディングは寄附者にあらかじめ使途を明示した
上でふるさと寄附を募ることにより、市が推進する事業への共感を得ると
共に、事業の財源を確保できる点で有用であることから、本市においては

平成30年度に6事業で導入 しており、こ組まで大きなご寄附をお寄せいた

だしヽている。更に多くの方からご支援いただけるよう、1青報発信の充実に

努め、自ら資金を調達するという担当職員の意識向上につながるスキーム

の構築を検討していく。

3)答弁を謳‡ナで

●ポータルサイトの活用
ふるさと納税をする人は、市のHPで |よ なく民間のポータルサイ トで

寄附先を選ぶ傾向にある。だが、本市の場合、ポータルサイ トで事

業単位での検索ができない。

◎ふるさと納税の動機の切り分け

現状の仕組みだと、ふるさと納税をしてくれた動機の切り分けができ

ない。ポータルサイトでの検索を実現すると、返礼轟墨当てわ`事業曰

当てめ`の切り分 |サができる。ふるさと納税での流出額が増加してしヽる

状況の解決策を見出すためにも動機の切り分|サ |よ必要で|まなしヽか。

剛1公園の利活用について
1)質問に至 る背景

芦屋市の小中学生の体カテス トの結果は全国よりやや下回る結果となつ

ており、公園利用を増やすことで運動能力向上の一端を担えないかと考え

ている。ここ20年で公園デザインは、利用時の駿 金面]に 関する視点が色

濃く表れているが、子どもが遊びたいと思える公園の魅力が必要である。

Й)甕輔要旨

●子どもの利用に着目したアンケー トを実施できないか。

●子どもが自分たちで遊びたい遊具のデザインをできるワークショップを

開催し、子どもたちの持つ柔軟な発想を取り入れられないか。

3)饉爾答弁
公園改修は公園施設長寿命化計画や平成28年度実施の公園アンケー ト繕

果、地域の要望等、幅広しヽ世帯の意見を取り入れ実施 している。遊具につ

しヽて|ま 「宕園小学校で実施した岩が平公園の設置遊興の選考」や「呉川公
園の遊具のペイント」など子どもが公園に愛着を持てるよう改修や設置を
行つている。

3)書弁覆雙|ナ て

Oアンケートの実施 |こ ついて

市民アンケー トは20歳以上を対象に実施しており、答弁を確認すると必

要と思う遊具と実際に子どもが遊ぶ′1美子が見られる遊具が違うなど、ア

ンケー トの二十ズと事実に乖離がありました。こういつた実際に使う子
どもたちのニーズを掴むためにも適切な調査が必要と考えています。

1國|オンライン授業の藩向1朧
|こつしヽて

1)質問 に至 6彎量

新型コロナ対策の議響で、長期間学校が体校となつた。長期間の体校とな
ると塾に通う児童生徒とそうでなしヽ児童生徒との間で学力格差が生じる恐
粒がある。今後、第2波、第3波の発生が予測されている中、再び長期体校
となるときに対処できるよう、準備を進める必要がある。

2)鷺 鶉聾 鐵

○オンライン授業の必要性についてどう考えているのか。

●実施するとしても、方向性はどのように考えているのか。

自前で環境を構築するのか、もしくは民間サービスを活用 した形での対

応とするのか。

●オンライン化は段階的に進める必要があると考えるが、どんなスケ

ジュール感で考えてしヽるのか。

3)教育委員金鶴弊
オンライン授業については、新型コロナウイルス感染症拡大の第2波、第3
波を想定 した場合、児童生徒の学びの保障や学校と家庭をつなぐ観点から

も必要性を感 じている。実現に向けてのスケジュールについては、GIGA
スクール′↑轟想による校内LAN高速化整備を11月末までに行う。

また、タブレット端末およびモバイルルータ 1こ つしヽては12月納入予定で

進めている。

現在、セキュリティの問題にも十分留意 しながら、校内での外部ま}誕業配

信やテレビ会議システムを活用 した学習方法を検証 してしヽる。更に、第2
波、第3波 に備え、臨時体業中に配信 した学習動画の内容等を今後の学習

保障 |こ つながるものにしたいと考えてしヽる。今できることを穫み上げなが
ら、環境が整ったときにスムーズにネットワータを活用した授業・学習が

実施できるよう準備を進めてしヽる。

4)甕弁を受けて
似回目の質問において方向性などにつしヽて細かく質問し、オンライン授業
につしヽての芦屋市の考え方について確認。

●最終目標 |よ 双方向コミユニケーションを伴うオンライン授業

●民間のクラウドサービスを活用しての実現を考えてしヽる。

O体校中に実施 した授業動画の併用は、現状で |よ 対応できてしヽない。

⑫第2波、第3波 に備え、平時のときから準備できるところは準備を進め

る。

0子どもデザインのオリジナル遊具につしヽて

公因遊具は予算が付与さ組づらく、国の補助を受けて更新する場合も補

助を受ける基準が厳 しい施設です。小学生のデザインするオリジナルの

遊具については、実施できれば全国で初の試みとなりますので自治体PR
とも絡めて実施できないかと提案 しました。

①利用しやすい公園設計

公園が複数近接する地区では、公園ごと |こ 遊具の対象年齢や遊びのス

ペースを考えて幼児や小学生で住み分けができるように整備 し、遊びや

すい環境を整えることも要望しました。

□IBUY鮭OCAL市内,商鷺の活性イ脇‡こついて
1)資聞|こ嚢る背景

本市の商業の特徴として小規模事業者が多く、今回のコロナウイルス感染

症の影響が大きい、今後も継続して事業を行うには長期的な支].援 が必要であ

り、健全な経済循環に戻すための支援が必要である。「B∪ Y LOCAL」 とは、

世界各地の自治体や地域で取り組まれる経済キャンペーンで、市民に地元で

の買い物を呼び掛け、市内消費を促進させ市内事業者を継続的に支援するこ

とで、安定した収入で商品開発が行えることや地域に根差す良質な商店を育
てる流れを生み出し、地域の魅力を向上させる取り組みである。

2)甕爾要旨
③商二会や民間企業との連携強化。

●ポスター掲示や会報を使うなど市民に向けて市内消費を促進できないか。

3)轟濁答弁

市内消費の灌性化は、緊急事態宣言終了後の新しい生活様式が求めら換る上
で重要課題と認識しており、小規模な事業者が多い本市の特徴に応じた支援策

が求められると認識している。国の地方倉t生臨時交付金の活用も視野に入れ、

商工会との新たな連携を模索するなど市内)肖費を促す取り組みを進める。

4)鶴弁彎雙‡惨《
●支援策について

こねまでの短期の支援とは別に、今後 |ま 長期的な支援が必要としヽう認識

は行政も課題として抱えていることを確認 しました。他市の施策も踏ま

えることや繭王会でも懸命に取り組んで頂いてしれるので、連携を強化す

ることを進めながら支援を考えるよう提案 しました。

●広報につしヽて

10万円の特別定額給付金の支給も進んでいる中、市内消費の呼びかけは

スピー ド感が必要であると考え、すぐ取 り掛かれるものについては改善

するよう広報の対応を要望しました。複合遊具の例

大朦 鶴貴
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